




１ 2022年度就労実績 

 

 

11名 
全員が就労継続中！ 
（2023年3月現在） 

〇 介護・福祉：2名 

〇 化学：2名 

〇 食品関連：3名 

〇 A型・特例子会社：2名 

〇 コンサルティング：1名 

〇 警備：1名 

 

業種別就職先 

コロナ禍での活動制限から脱し社会活動の正常化を探る動きが目立つ中、
FDAでは利用者さんの就労意欲喚起のための取り組みを進め、昨年以上に
多くの就労実現を果たすことが出来ました。 

FDAでは就労者（卒業生）への定着支援を提供すると共に、利用者の皆さ
んが自らの夢や希望に向かって歩んでいけるよう尽力してまいります。 

※ 2021年実績：7名 

昨年の就労実現実績 
 



2 2022年度 就労実例-1 

① Sさん（50代男性/就労継続支援B型利用者/精神障がい ） 

 
 学生時代に発症した精神疾患によりSさんには就労の経験がなく、働
きたいという気持ちは持っていても実際の就職活動には不安が先立ち、
なかなか行動を起こすことが出来ませんでした。 
 
 ようやく活動を開始した頃に2年間の就労移行支援期間が終了してし
まいましたが、就労継続支援Ｂ型に移籍し、その後も少しずつ自分の苦
手に向き合う努力を重ねていきました。 
 
 何度も繰り返して面接の練習をする中で、「なぜ自分は働きたいと
思っているのか？」や「自分はどんなことが得意（苦手）なのか？」を
徐々に自らの言葉で語れるようになっていき、希望する求人に積極的に
応募して見事就労を実現することが出来ました。 
  



②  Mさん（20代男性/就労移行支援利用者/ 

                                                       境界知能、広汎性発達障がい ） 

 元々就労意欲が高く何事にもコツコツと真面目に取り組むMさんは、
数年前に実習先企業への就職を果たした卒業生でしたが、コロナ禍によ
る企業業績の悪化により継続雇用が叶わず、再度のFDA利用となりまし
た。 

 再入所後も早期就労への意欲はとても高く、数ヶ月間のトレーニング
を経て実習先企業の事務スタッフ職として迎え入れられました。その後
の定着支援面談時でも順調な様子が窺え、職場でも持ち前の向上心と安
定した勤務ぶりが高く評価されています。 

2 2022年度 就労実例-2 





3 総合支援法（就労移行支援・就労継続支援B型） 

① 年度末時点での利用者総数 

61 名 

 
② 障がい種別利用状況 

身体 
15% 

精神 
41% 

知的 
28% 

難病 
5% 

発達 
11% 



4 総合支援法（就労移行支援・就労継続支援B型） 

  

③ 通所エリア別利用状況 ④ 年代別利用状況 

川崎市 
70% 

横浜市 
15% 

その他神奈川県 
7% 

東京都 
8% 

10代 
5% 

20代 
28% 

30代 
23% 

40代 
20% 

50代 
18% 

60代 

～ 
6% 



5 FDAの利用開始のきっかけは？ 

① 医療機関・役所・他支援機関からのご紹介 

       最近は増加傾向、他支援機関とのコラボイベントも開催 

② FDA説明会・体験会 

   毎月開催しているFDAの説明会をきっかけに利用開始,等  

④ 特別支援学校・定時制高校からのご紹介 

   学校関係者の方から卒業後進路の定まらない生徒様の就労訓練を 

   依頼され、利用開始,等 

③ ホームページやパンフレット 

   FDAホームページや各所にあるパンフレットを見ての問合せ  





 コロナ禍による活動制限から徐々に正常化に向かう中、半日通所や
事業所内での実習など訓練メニューを工夫することで、昨年に続き高
い訓練参加（稼働）率を維持することができました。 

6 延べ支援日数の推移 

単位：日 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年間計 

2020年 

移行 176 157 178 133 128 125 128 91 124 145 119 97 1,601 

川崎B 277 278 336 417 396 481 442 482 489 506 469 515 5,088 

溝の口 203 196 241 306 309 360 323 365 415 460 435 441 4,054 

計 656 631 755 856 833 966 893 938 1,028 1,111 1,023 1,053 10,743 

2021年 

移行 117 119 158 160 157 215 218 201 208 234 215 200 2,202 

川崎B 496 498 628 593 508 620 549 540 531 549 530 514 6,556 

溝の口 445 413 528 502 436 500 444 425 432 461 442 398 5,426 

計 1,058 1,030 1,314 1,255 1,101 1,335 1,211 1,166 1,171 1,244 1,187 1,112 14,184 

2022年 

移行 169 148 191 172 185 204 163 179 174 175 168 139 2,067 

川崎B 499 461 524 485 475 540 473 516 514 526 517 492 6,022 

溝の口 409 395 478 427 409 464 422 465 407 410 396 357 5,039 

計 1,077 1,004 1,193 1,084 1,069 1,208 1,058 1,160 1,095 1,111 1,081 988 13,128 



7 就労移行支援 就労トレーニング 

★ 多岐にわたるカリキュラムで社会で求められる多角的なスキルを養います 

• 対人能力強化のための、ロールプレイングを中心とした実践的なSST
（ソーシャル・スキル・トレーニング) 

• 一般教養、コミュニケーション、ビジネスマナー、パソコン操作など、就労
実現に必要な能力を磨く講習 

• 企業内での職場実習や就職活動サポートなど、スムースな就労への支援 
• 全体に向けたトレーニングと個人毎にカスタマイズしたトレーニングの2軸
による効果的な支援 

• 就労意欲の喚起や職業理解のためのカリキュラム、求人票の見方や 

履歴書・職務経歴書の書き方指導、他にも面接練習、服装指導、実際の
就職活動支援など、職に就くための活動の支援 

 

FDAの支援の目的は、単に就職することだけではなく、 
長く働き続けるための力を身に付けてもらうことです。 



8 川崎と溝の口 ： ２つのB型事業所 

 川崎事業所 ： “就職を目指す” Ｂ型事業所 
 就労移行支援の利用期間（2年間）を満了した後も、Ｂ型利用者として 
就労のためのトレーニングを継続する 

 就労移行支援との合同カリキュラム開催など、就職活動に本腰を入れる 
 企業内での職場実習や就職活動サポートなど、就職実現のための支援 

2022年 ： 5名の就労実現！ 

・ FDAは川崎と溝の口に２つの就労継続支援Ｂ型事業所を運営しており、 
事業所ごとに大きな特徴があります 

 溝の口事業所 ： 工賃をたくさん稼げる事業所 
 受託案件の生産量に応じた工賃体系により、「頑張った分だけ稼げる」 
 働くことの意欲を高め、経済的、精神的および社会的な自立を促す活動 
 一人ひとりの特性に合わせた多彩な受託案件作業 

2022年 ： 1名の就労実現！ 
 



9 就労定着支援 （2023年3月時点） 

① 就労先との契約による支援 ： 3名 
 

② 就労開始後6ヶ月間の支援（卒業後のフォロー） ： 5名 

③ 障害者総合支援法（定着支援事業）による支援：13名 
【対象】 

就労移行支援、就労継続支援A型・B型、生活介護、自立訓練
サービス等を経て、一般就労をした方 

【内容】 
月1回程度の面談等により、職場や生活面での困りごとを把握

し、それを解決するための支援を提供します。必要性に応じて
就労先との連携も行います。 

【期間】 
就職後の半年間経過後より3年間 



10 施設外実習～企業内実習における多様な職場体験～ 

・企業内で実際の業務に携わることで、より実践的な就労訓練を行い
ます。実習先の企業にそのまま就職するケースもあります。 
・実習先となる提携企業には様々な業種・職種があり、色々な業務を
経験できます。 
※ 現在は新型コロナ禍の影響で休止中の案件もあり 

FDAにおける施設外実習の例 

C社 
（物流コンサル） 

経理事務補助 

A社 
（コンサルティング業） 

事務補助作業 

S社 
（食品輸入） 

 商品管理軽作業 

J社 
（ITサービス） 

 事務補助作業 

G法人 
（介護施設） 

 清掃・物品補充作業等 



11 受託案件～施設内で経験できる多様な作業訓練～ 

・事業所内で様々な作業に取り組み、PCスキルやチームワークを高めま
す。自分の「得意なこと・苦手なこと」を把握するのにも役立ちます。 

FDAにおける受託案件の例 

アンケートのデータ入力 

フリーペーパーの折り・封入 

使用済みイヤホンの清浄・再封入 

輸入食品へのラベル貼付 

会報の封入と発送 

文書データのPDF化 



12 土曜日イベント（休日レクリエーション）の開催 

・FDAでは平日の就労訓練に加え、休日にも多様なレクリエーションを
行っています。ものづくりや料理、スポーツ観戦、ゲーム大会等、その内
容は様々。休日の居場所作りや通所のきっかけとして、それぞれの目的に
応じて楽しんでいただけます。 

土曜日イベントのコンテンツ例 

・映画鑑賞会 

・ゲーム大会 

・（まん延防止等重点措置下の）リモート交流会 

・剣知会（剣道の稽古を通じた心身の鍛錬） 

・当事者会、利用者三者面談など 




